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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は「理論と実践の統合」の視点から、ドイツにおける教員養成制度の歴史と現代的課
題の解明を目指すものである。研究の成果として、（１）18 世紀ドイツの大学における教員養
成の制度化において哲学（哲学部・哲学者）による基礎づけがあったことが解明されるととも
に、（２）その影響作用史を分析することの重要性が確認された。(３)また、具体的なカリキュ
ラム開発および授業開発を通して、理論と実践を統合するための教育プログラムのモデルを提
案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study traces the history of teacher training system in Germany from the viewpoint 
of the integration between theory and practice. It has produced the following results: 
(1)German University has introduced the teacher training system in 18th century and it 
was established and influenced by philosophers and the department of philosophy. (2) This 
research has also clarified the importance of the acceptance of German educational thought 
and its influence in Japan. (3)This study suggests educational programs and lesson plans 
based on the idea of the integration between theory and practice.    
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、先進諸国では教育の質をいかに保
証するかが政策上の課題となっており、その
一環として教員養成制度の見直しが進めら
れている。なかでも、いち早く改革を進めて

きたイギリスでは教員養成課程において教
養科目を大幅に削減し、「現場での実践」
（school-based）を重視する政策がとられて
おり、教員養成課程の「脱理論化」が進めら
れている。 
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(2)教員の実践的な指導力の向上によって学
校教育の改善を図ろうとする英米圏の改革
モデルについては、近年、国内外の研究者か
ら「教師の専門性」を実践的スキルに還元し
すぎているのではないか、授業実践と理論研
究との連携回路を断絶させているのではな
いか、といった懸念が示され始めている。 
 
(3)これに対して、ドイツではいまなお哲学部
の伝統に基づく教養教育を重視した教員養
成モデルが影響力を持っており、大学でのア
カデミックな学修期間と実践的訓練（試補制
度）期間との区分が堅持されている。そこで
は、教員が実践を反省するための思考力を養
成すること、授業実践における課題が原理の
問題にフィードバックされることが重視さ
れている。 
 
(4)しかしながら、ドイツの教員養成制度の形
成過程および現在の状況に関する研究は手
薄な状況にある。本研究は、近代以降のドイ
ツの教員養成制度を歴史的な視点から検証
することによって、現代の教員養成制度の改
革における「理論と実践の統合」をめぐる議
論に対して、英米圏のモデルとは異なる参照
軸を提供することを目指している。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、「理論と実践の統合」を
高める教員養成システム構築のために、英米
圏の改革モデルとは異なる改革モデルを有
するドイツに注目し、その特徴を歴史的・思
想的な視点から分析することによって、ドイ
ツの到達点と課題を明らかにし、現在すすめ
られている日本の教員養成改革を評価・改善
するための批判的視座を獲得することにあ
る。 
 
(2)具体的な研究課題は以下の三点となる。 
 
①ドイツの教員養成史において「理論と実践

の統合」の問題がどのように議論され、制
度として実現してきたのかを解明するこ
と。また、それが日本の教育学の学説史に
対して、どのような影響をもたらしたのか
を検討すること。そのために 18 世紀ドイ
ツの大学史にさかのぼり、当時の哲学者た
ちの教育論およびその影響作用史を分析 

②高等教育制度の再編がすすめられている
現代ヨーロッパのなかで、ドイツの教員養
成制度が持つ特徴、意義、課題を明らかに
すること。 

③上記の成果をもとに、日本の教員養成制度
および教育現場の課題について検討する
とともに、「理論と実践の統合」を目指し
た教育プログラム開発（カリキュラム開発、

授業開発）を進めること。 
 
３．研究の方法 
(1)史・資料調査・分析 
 ドイツおよび日本において、史資料の発掘、
収集、分析を行う。ドイツではベルリンの文
書館（GStAPK）、国立ドイツ図書館、ドイ
ツ教育学会教育史図書館、州立図書館、大学
附属図書館等での史・資料調査を行い、それ
らの分析を進めることによって史実の解明 
を行う。 
 
(2)インタビュー調査 
 現在進められているＥＵの高等教育改革
からドイツの教員養成制度がどのような影
響を受けているのかをドイツの大学関係者
にインタビュー調査を行う。本研究において
はドイツのベルリン自由大学、ハンブルク大
学、ボン大学、フンボルト財団において研究
調査を行う。 
 
(3)教育プログラムの開発および検証 
 「理論と実践の統合」という観点から具体
的な教育プログラムの開発を進める。本研究
は当初、教員養成制度についてのカリキュラ
ム研究を遂行する予定であったが、より具体
的なテーマに即して研究を進めるために、教
員養成課程における学生との授業開発を分
析の素材とした。 
 
４．研究成果 
(1) 近代ドイツにおける教員養成制度 
ドイツ教員養成史の研究は、主として 19

世紀にはじまる資格制度の成立過程と関連
づけられて議論がなされてきた。19 世紀初頭
の国家試験制度の設立によって、ドイツの教
員は聖職者との明確な区分が設けられたの
であるが、その区分の前提として、それまで
にどのような思想的・歴史的経緯があったの
かについて不明な点が少なくない。そのため
何故ドイツが英米圏の改革と一線を画して
いるのかについて史実に基づいた原理的な
解明が困難な状況にあった。 
本研究では 18 世紀ドイツの大学で開始さ

れた哲学部における教員養成制度の成立過
程に注目し、その史的分析を行った。具体的
には、カント「教育学」の講義記録および大
学文書の分析を行い、18 世紀後半に教員養成
のパラダイムが「神学的教授学」から「啓蒙
主義的人間学」へと転換したこと、さらに、
そこで哲学（哲学部・哲学者）が改革に大き
な貢献を果たしたことを明らかにした。 
また、同時代の教育書と医学書とを比較分

析することを通じて、近代教育学の成立過程
と医学との連関関係についても分析を進め
ている。 
 



 

 

(2)カント「教育学」の日本における受容 
 日本においてカント哲学は新カント派を
経由して受容された。教育学においてはヘル
バルトやデューイよりも後に新カント派の
影響下でカントが受容されることとなった。 
 戦後教育学において重視された「人間性の
完成」、「人格の完成」、「発達概念」といった
諸概念の形成過程が、このような受容史とど
のように関連付けられるかを問うことは教
育学におけるカントの位置づけを見通す上
でも重要な論点となる。 

そこで『教育学』への解釈学的分析の手が
かりとして、訳語の変遷からカント教育思想
の影響作用史を考察しようとする研究を進
めるとともに、世界各国で翻訳されてきた
『教育学』の受容史とその特徴について国際
比較的な分析を加えた。 
 これらの成果については論文および国際
学会での発表を通して成果を報告を行った。 
 
(2) インタビュー調査の成果 
 ハンブルク大学高等教育センターおよび
ベルリン自由大学にて教員養成制度の改革
についてインタビュー調査を行った。ヨーロ
ッパ全体で進められている高等教育改革と
の影響関係について論じるには、サンプル数
および情報が限られているため、引き続き継
続して分析を行っている。成果については近
年中に論文化する予定である。 
 
(3)教育現場の課題についての分析 
 日本の学校教育における今日的課題を分
析を進めた。具体的には、教育改革の動向を
オルタナティブ・スクールの実践と比較検討
を行い、中部教育学会において「21 世紀の公
教育」と題した公開シンポジウムを企画開催
して、意見交換を行った。 

また、学校現場の実態把握のため質問紙調
査を行った。その成果として大学院での長期
履修経験の有無が学校現場でのカリキュラ
ム改善に対して関心が高いことや、大学の教
員養成課程において講義されている比較的
新しい教育理論が学校現場ではまだ十分に
普及していないことが明らかとなった。 
 
(4) 教育プログラムの開発および検証 

「理論と実践の統合」を目指したカリキュ
ラムおよび授業開発の実践として「ユースカ
レッジ」の実践および「道徳授業」での授業
開発を行った。開発したカリキュラムおよび
教材は学会発表や報告書によって公開した。 
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